- 現場福音化メッセージ -
２２ キリストが主人になると Ⅰコリント2:10～3:9
私たちの人生の歩みにおいて、イエスが主人になると失敗はあり得ず、実を結ぶようになる。
だから、今日、私たちはみことばによる決断を通して、祷りの霊的な権威を持つ必要がある。
そのために、まず自分が何者なのかを聖書から確認すべきである。
１．ノンクリスチャン
　(1)御霊に属することを受け入れることができない(Ⅰコリ2:14)
　(2)どういう自我を持っているのか
　　①ローマ6:6「私たちは古い人がキリストとともに十字架につけられたのは、罪のからだが滅びて、私たちがもはやこれからは罪の奴隷でなくなるためであることを、私たちは知っています」
　　②ガラテヤ5:16,17「私は言います。御霊によって歩みなさい。そうすれば、決して肉の欲望を満足させるようなことはありません。なぜなら、肉の願うことは御霊に逆らい、御霊は肉に逆らうからです。この二つは互いに対立していて、そのためあなたがたは、自分のしたいと思うことをするこができないのです」
  (3)ノンクリスチャンの三つの特徴(エペ2:1～3)
　(4)心の状態(エレ17:9)
　(5)心の中の罪(マコ7:20～23)
　(6)神様との関係(ヨハ3:36)
２．救われていながらも肉の者
　(1)肉に属する信徒(ヨハ3:1～3)
　(2)霊的な遺産のことを知らない
　(3)不信仰、不従順、愛がない
　(4)肉のものに引っ張られる(ロマ8:7)
　(5)信仰が大事な理由(ヘブ11:6、ロマ14:23、1:17)
３．御霊の者
　(1)実が現れる(ガラ5:22,23)
　(2)ガラテヤ2:20「私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリストが私のうちに生きておられるのです。いま私が、この世に生きているのは、私を愛し私のためにご自身をお捨てになった神の御子を信じる信仰によっているのです」
　(3)新しい力を得ることができる(ピリ4:13)
　(4)Ⅰコリント2:14～16
